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「
ラ

オ
ス

南
部

山
岳

丘
陵

地
域

生
計

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
　

評
価

グ
リ

ッ
ド

（
V

e
r.
1
）

(1
) 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

績

評
価

設
問

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

情
報

源
・
収

集
方

法

専
門

家
派

遣
（
分

野
、

専
門

分
野

、
人

数
、

派
遣

の
タ

イ
ミ

ン
グ

）
専

門
家

ア
サ

イ
メ

ン
ト

実
績

デ
ー

タ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

業
務

完
了

報
告

書

C
/
P
研

修
（
研

修
分

野
、

内
容

、
人

数
、

実
施

タ
イ

ミ
ン

グ
）

研
修

実
績

デ
ー

タ
（
人

数
、

期
間

、
研

修
内

容
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

研
修

員
レ

ポ
ー

ト

供
与

機
材

（
投

入
機

材
の

種
類

、
数

量
、

使
用

目
的

、
調

達
の

タ
イ

ミ
ン

グ
）

供
与

機
材

リ
ス

ト
、

調
達

の
記

録
供

与
機

材
実

績
表

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

捗
報

告
書

ロ
ー

カ
ル

コ
ス

ト
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
費

）
負

担
（
在

外
事

業
強

化
費

内
容

、
拠

出
タ

イ
ミ

ン
グ

）
在

外
事

業
強

化
費

会
計

報
告

在
外

事
業

強
化

費
会

計
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

捗
報

告
書

C
/
P
の

配
置

（
人

数
、

職
位

、
交

代
の

有
無

）
C

/
P
配

置
の

記
録

C
/
P
配

置
実

績
表

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

経
費

の
予

算
と

投
入

金
額

、
拠

出
タ

イ
ミ

ン
グ

ラ
オ

ス
実

施
機

関
の

予
算

と
投

入
実

績
デ

ー
タ

ラ
オ

ス
実

施
機

関
の

予
算

書
と

会
計

記
録

土
地

、
建

物
、

施
設

の
提

供
、

日
本

側
で

供
与

さ
れ

な
い

必
要

機
材

の
購

入
、

機
材

の
更

新
投

入
施

機
材

の
リ

ス
ト

、
調

達
実

績
デ

ー
タ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

ラ
オ

ス
側

の
記

録

指
標

1
－

1
「
P
A

F
O

、
D

A
F
O

、
T
S
C

 の
職

員
1
2
名

以
上

が
ク

ラ
ス

タ
ー

開
発

と
適

正
技

術
に

関
す

る
研

修
を

受
け

、
理

解
度

テ
ス

ト
に

合
格

す
る

。
」
は

ど
の

程
度

達
成

さ
れ

る
か

ク
ラ

ス
タ

ー
開

発
と

適
正

技
術

に
関

す
る

研
修

参
加

者
と

理
解

度
テ

ス
ト

に
合

格
し

た
者

の
数

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

研
修

実
施

報
告

書
、

テ
ス

ト
の

結
果

指
標

1
－

2
「
中

核
的

農
家

・
グ

ル
ー

プ
を

選
定

す
る

基
準

が
開

発
さ

れ
る

。
」
は

ど
の

程
度

達
成

さ
れ

る
か

開
発

さ
れ

た
基

準
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

指
標

1
－

3
「
す

べ
て

の
対

象
ク

ラ
ス

タ
ー

で
適

正
技

術
が

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

さ
れ

る
。

」
は

ど
の

程
度

達
成

さ
れ

る
か

選
定

さ
れ

た
適

正
技

術
の

リ
ス

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

指
標

2
－

1
「
イ

ニ
シ

ャ
ル

･ク
ラ

ス
タ

ー
で

1
6
名

以
上

の
中

核
的

農
民

が
適

正
技

術
を

採
用

し
て

い
る

。
」
は

ど
の

程
度

達
成

さ
れ

る
か

イ
ニ

シ
ャ

ル
･ク

ラ
ス

タ
ー

で
適

正
技

術
を

採
用

し
て

い
る

中
核

的
農

民
数

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

指
標

2
－

2
「
イ

ニ
シ

ャ
ル

･ク
ラ

ス
タ

ー
で

1
6
0
名

以
上

の
農

民
が

中
核

的
農

民
か

ら
技

術
移

転
を

受
け

て
い

る
。

」
は

ど
の

程
度

達
成

さ
れ

る
か

イ
ニ

シ
ャ

ル
･ク

ラ
ス

タ
ー

で
中

核
的

農
民

か
ら

技
術

移
転

を
受

け
て

い
る

一
般

農
民

数
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

指
標

3
－

1
「
展

開
対

象
ク

ラ
ス

タ
ー

に
お

い
て

1
6
名

以
上

の
中

核
的

農
民

が
適

正
技

術
を

採
用

し
て

い
る

。
」
は

ど
の

程
度

達
成

さ
れ

る
か

展
開

対
象

ク
ラ

ス
タ

ー
で

適
正

技
術

を
採

用
し

て
い

る
中

核
的

農
民

数
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

指
標

3
－

2
「
展

開
対

象
ク

ラ
ス

タ
ー

に
お

い
て

1
6
0
名

以
上

の
農

民
が

中
核

的
農

民
か

ら
技

術
移

転
を

受
け

て
い

る
。

」
は

ど
の

程
度

達
成

さ
れ

る
か

展
開

対
象

ク
ラ

ス
タ

ー
で

中
核

的
農

民
か

ら
技

術
移

転
を

受
け

て
い

る
一

般
農

民
数

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

指
標

4
－

1
「
エ

ン
ド

ラ
イ

ン
調

査
報

告
書

が
ラ

オ
ス

政
府

に
提

出
さ

れ
る

。
」
は

達
成

さ
れ

る
か

作
成

、
提

出
さ

れ
た

エ
ン

ド
ラ

イ
ン

調
査

報
告

書
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト
、

エ
ン

ド
ラ

イ
ン

調
査

報
告

書

指
標

4
－

2
「
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
・
好

事
例

集
が

ラ
オ

ス
政

府
に

提
出

さ
れ

る
。

」
は

達
成

さ
れ

る
か

作
成

、
提

出
さ

れ
た

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

・
好

事
例

集
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

捗
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト
、

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

・
好

事
例

集

指
標

4
－

3
「
2
回

以
上

の
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

が
開

催
さ

れ
る

。
」
は

達
成

さ
れ

る
か

開
催

さ
れ

た
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

記
録

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト
、

セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

実
施

蓬
屋

書

指
標

1
「
対

象
ク

ラ
ス

タ
ー

に
お

い
て

、
参

加
農

家
の

農
産

物
生

産
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

時
点

に
比

べ
て

増
加

す
る

。
」
は

達
成

さ
れ

る
か

対
象

ク
ラ

ス
タ

ー
に

お
け

る
参

加
農

家
の

農
産

物
生

産
量

－
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
と

終
了

時
デ

ー
タ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト
、

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

・
エ

ン
ド

ラ
イ

ン
調

査
報

告
書

指
標

2
「
対

象
ク

ラ
ス

タ
ー

に
お

い
て

、
参

加
農

家
の

米
・
魚

・
肉

の
消

費
量

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
に

比
べ

て
増

加
す

る
。

」
は

達
成

さ
れ

る
か

対
象

ク
ラ

ス
タ

ー
に

お
け

る
参

加
農

家
の

米
・
魚

・
肉

の
消

費
量

－
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
と

終
了

時
デ

ー
タ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト
、

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

・
エ

ン
ド

ラ
イ

ン
調

査
報

告
書

指
標

3
「
対

象
ク

ラ
ス

タ
ー

に
お

い
て

、
参

加
農

家
の

平
均

所
得

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
に

比
べ

増
加

す
る

。
」
は

達
成

さ
れ

る
か

対
象

ク
ラ

ス
タ

ー
に

お
け

る
参

加
農

家
の

平
均

所
得

－
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
と

終
了

時
デ

ー
タ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト
、

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

・
エ

ン
ド

ラ
イ

ン
調

査
報

告
書

指
標

1
「
南

部
4
 県

に
お

い
て

農
家

の
農

産
物

生
産

が
増

加
す

る
。

」
は

達
成

さ
れ

る
か

南
部

4
 県

に
お

け
る

農
家

の
農

産
物

生
産

の
推

移
－

2
0
1
1
～

2
0
xx

年
デ

ー
タ

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

、
生

計
に

か
か

わ
る

政
府

統
計

、
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
・
エ

ン
ド

ラ
イ

ン
調

査
報

告
書

指
標

2
「
南

部
4
 県

に
お

い
て

農
家

の
米

、
魚

、
肉

の
消

費
量

が
増

加
す

る
。

」
の

実
現

見
込

み
は

ど
の

程
度

か
南

部
4
 県

に
お

け
る

農
家

の
米

、
魚

、
肉

の
消

費
量

の
推

移
－

2
0
1
1
～

2
0
xx

年
デ

ー
タ

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

、
生

計
に

か
か

わ
る

政
府

統
計

、
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
・
エ

ン
ド

ラ
イ

ン
調

査
報

告
書

指
標

3
「
南

部
4
 県

に
お

い
て

農
家

の
平

均
所

得
が

増
加

す
る

。
」
の

実
現

見
込

み
は

ど
の

程
度

か
南

部
4
 県

に
お

け
る

農
家

の
平

均
所

得
の

推
移

－
2
0
1
1
～

2
0
xx

年
デ

ー
タ

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

、
生

計
に

か
か

わ
る

政
府

統
計

、
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
・
エ

ン
ド

ラ
イ

ン
調

査
報

告
書

成
果

4
 「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
が

関
連

機
関

（
D

L
F
、

N
A

F
E
S
、

南
部

4
 県

の
P
A

F
O

／
D

A
F
O

）
に

認
知

さ
れ

る
。

」
の

達
成

度

上
位

目
標

「
適

正
技

術
の

普
及

を
通

じ
て

、
南

部
4
 県

に
お

け
る

地
域

住
民

の
生

計
が

向
上

す
る

。
」

の
達

成
見

込
み

成
果

3
 「

イ
ニ

シ
ャ

ル
・
ク

ラ
ス

タ
ー

の
経

験
・
好

事
例

が
他

の
対

象
ク

ラ
ス

タ
ー

に
適

用
さ

れ
る

。
」

の
達

成
度

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

「
適

正
技

術
の

普
及

を
通

じ
て

、
対

象
ク

ラ
ス

タ
ー

内
の

農
家

の
生

計
が

向
上

す
る

。
」
の

達
成

見
込

み

評
価

の
視

点
・
項

目

日
本

側
の

投
入

実
績

投
入

実
績

（
実

績
の

記
載

の
み

）

ラ
オ

ス
側

の
投

入
実

績

成
果

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）
の

達
成

状
況

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
度

成
果

1
 「

対
象

の
ク

ラ
ス

タ
ー

開
発

に
必

要
な

支
援

シ
ス

テ
ム

が
整

備
さ

れ
る

。
」
の

達
成

度

成
果

2
 「

イ
ニ

シ
ャ

ル
・
ク

ラ
ス

タ
ー

に
お

い
て

適
正

技
術

の
導

入
・
普

及
が

実
践

さ
れ

る
。

」
の

達
成

度

－ 82－

２．評価グリッド（和・英）



(2
)実

施
プ

ロ
セ

ス

評
価

設
問

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

情
報

源
・
収

集
方

法

投
入

、
活

動
の

進
捗

状
況

投
入

・
活

動
は

計
画

ど
お

り
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
、

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

P
D

M
・
P
O

の
軌

道
修

正
は

適
切

に
行

わ
れ

た
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

日
本

人
専

門
家

と
C

/
P
間

で
日

常
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
情

報
共

有
は

、
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

定
期

会
議

、
運

営
調

整
員

会
は

開
催

さ
れ

、
課

題
解

決
の

た
め

に
機

能
し

て
い

る
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

J
IC

A
（
在

外
事

務
所

）
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

良
好

に
行

わ
れ

て
い

る
か

専
門

家
・
J
IC

A
事

務
所

職
員

の
意

見
専

門
家

・
J
IC

A
事

務
所

職
員

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

･ア
ン

ケ
ー

ト

ラ
オ

ス
側

実
施

機
関

責
任

者
、

C
/
P
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

へ
の

参
加

は
十

分
あ

る
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

機
関

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
予

算
の

手
当

は
十

分
な

さ
れ

て
い

る
か

ラ
オ

ス
実

施
機

関
の

予
算

と
投

入
実

績
デ

ー
タ

、
専

門
家

・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

連
携

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

連
携

は
あ

る
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
、

他
ド

ナ
ー

関
係

者
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

機
関

の
組

織
改

編
、

人
事

異
動

（
責

任
者

・
C

/
P
）
が

あ
っ

た
か

、
あ

っ
た

場
合

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

に
ど

う
影

響
し

た
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
プ

ロ
セ

ス
で

生
じ

て
い

る
問

題
や

、
効

果
発

現
に

影
響

を
与

え
た

阻
害

要
因

は
あ

る
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

(3
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項
目

評
価

評
価

設
問

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

情
報

源
・
収

集
方

法

協
力

内
容

は
、

ラ
オ

ス
政

府
、

対
象

地
方

政
府

の
ニ

ー
ズ

と
合

致
し

て
い

る
か

ラ
オ

ス
の

国
家

開
発

計
画

・
対

象
地

方
政

府
の

開
発

計
画

政
策

文
書

開
発

計
画

書
、

政
策

担
当

者
・

専
門

家
・

C
/
P

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

･ア
ン

ケ
ー

ト

協
力

内
容

は
対

象
グ

ル
ー

プ
（
対

象
地

域
の

住
民

）
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
対

象
地

域
の

住
民

の
意

見
住

民
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
､ア

ン
ケ

ー
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
設

定
し

た
目

標
は

、
ラ

オ
ス

の
国

家
開

発
計

画
、

農
業

開
発

政
策

と
の

整
合

性
が

あ
り

、
優

先
度

が
高

か
い

か
国

家
開

発
計

画
・
対

象
地

方
政

府
開

発
計

画
政

策
文

書
、

政
策

担
当

者
・
専

門
家

・
C

/
P
の

意
見

ラ
オ

ス
開

発
計

画
書

、
政

策
担

当
者

・
専

門
家

・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

日
本

の
援

助
政

策
（
外

務
省

国
別

計
画

、
J
IC

A
国

別
事

業
実

施
計

画
）
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

対
イ

国
国

別
援

助
計

画
、

J
IC

A
事

業
実

施
計

画
、

外
務

省
・
J
IC

A
担

当
者

の
意

見
外

務
省

・
J
IC

A
担

当
者

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

･ア
ン

ケ
ー

ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
ア

プ
ロ

ー
チ

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

戦
略

と
し

て
適

切
だ

っ
た

か
ラ

オ
ス

開
発

計
画

政
策

文
書

、
政

策
担

当
者

の
意

見
ラ

オ
ス

開
発

計
画

書
、

政
策

担
当

者
・
専

門
家

・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
対

象
地

域
（
ク

ラ
ス

タ
ー

）
の

選
定

は
ラ

オ
ス

政
府

の
開

発
戦

略
に

照
ら

し
て

適
切

だ
っ

た
か

ラ
オ

ス
開

発
計

画
政

策
文

書
、

政
策

担
当

者
の

意
見

ラ
オ

ス
開

発
計

画
書

、
政

策
担

当
者

・
専

門
家

・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
（
対

象
地

域
の

住
民

）
の

絞
り

込
み

は
、

ラ
オ

ス
政

府
の

開
発

戦
略

に
照

ら
し

て
適

切
に

行
わ

れ
た

か
ラ

オ
ス

開
発

計
画

政
策

文
書

、
政

策
担

当
者

の
意

見
ラ

オ
ス

開
発

計
画

書
、

政
策

担
当

者
・
専

門
家

・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

あ
っ

た
か

（
終

了
技

プ
ロ

、
そ

の
他

、
わ

が
国

の
経

験
・
ノ

ウ
ハ

ウ
が

活
か

せ
た

か
）

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

専
門

家
・
C

/
P
へ

・
J
IC

A
担

当
者

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
支

援
に

よ
る

適
正

技
術

の
普

及
を

通
じ

て
、

対
象

ク
ラ

ス
タ

ー
内

の
農

家
の

生
計

が
向

上
で

き
る

見
込

み
は

高
い

か
専

門
家

・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
4
つ

の
成

果
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
貢

献
し

て
い

る
か

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

以
外

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

貢
献

し
た

要
因

は
あ

る
か

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

成
果

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
「
対

象
地

域
で

大
規

模
な

人
口

流
動

が
発

生
し

な
い

。
」

「
 C

/
P
が

頻
繁

に
移

動
し

な
い

。
」
の

影
響

は
あ

る
か

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

評
価

の
視

点
・
項

目

評
価

の
視

点
・
項

目

有
効

性

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
見

込
み実

施
プ

ロ
セ

ス
に

お
け

る
留

意
点

・
阻

害
要

因

外
部

要
因

の
影

響

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

実
施

プ
ロ

セ
ス

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
必

要
性

・
優

先
度

・
政

策
と

の
整

合
性

妥
当

性

手
段

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

選
定

の
適

切
性

実
施

機
関

の
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

を
阻

害
す

る
、

予
期

せ
ぬ

要
因

は
あ

る
か

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

活
動

の
貢

献
成

果
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）
を

達
成

す
る

た
め

に
十

分
な

活
動

が
計

画
さ

れ
、

タ
イ

ミ
ン

グ
よ

く
実

施
さ

れ
て

い
る

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

専
門

家
の

専
門

性
、

資
質

、
派

遣
人

数
、

日
数

、
タ

イ
ミ

ン
グ

は
適

切
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

供
与

機
材

の
種

類
、

量
、

投
入

タ
イ

ミ
ン

グ
は

適
切

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

本
邦

・
第

三
国

研
修

の
対

象
人

数
、

分
野

、
研

修
内

容
、

研
修

期
間

、
実

施
時

期
は

適
切

か
、

得
ら

れ
た

知
識

・
技

術
は

帰
国

後
に

活
用

さ
れ

て
い

る
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

日
本

の
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

負
担

は
、

金
額

、
使

途
、

拠
出

タ
イ

ミ
ン

グ
か

ら
み

て
適

正
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

C
/
P
の

人
数

、
配

置
、

能
力

は
適

切
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

土
地

、
建

物
、

施
設

の
規

模
、

質
、

利
便

性
に

問
題

は
な

い
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

ラ
オ

ス
側

が
拠

出
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
予

算
額

は
、

適
正

規
模

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・

C
/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
至

る
ま

で
に

何
か

外
部

条
件

の
影

響
は

あ
る

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

以
外

に
効

率
性

を
促

進
し

た
要

因
は

あ
る

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

効
率

性
を

阻
害

し
た

要
因

は
あ

る
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

上
位

目
標

「
適

正
技

術
の

普
及

を
通

じ
て

、
南

部
4
 県

に
お

け
る

地
域

住
民

の
生

計
が

向
上

す
る

。
」
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

と
し

て
達

成
さ

れ
る

見
込

み
が

あ
る

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

エ
ン

ド
ラ

イ
ン

調
査

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

エ
ン

ド
ラ

イ
ン

調
査

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

乖
離

し
て

い
な

い
か

P
D

M
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

P
D

M
の

確
認

、
専

門
家

・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･ア

ン
ケ

ー
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

か
ら

上
位

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

「
対

象
地

域
で

深
刻

な
自

然
災

害
や

異
常

気
象

が
発

生
し

な
い

。
」
「
対

象
地

域
で

深
刻

な
家

畜
・
魚

の
病

気
が

蔓
延

し
な

い
。

」
「
農

作
物

や
畜

産
物

の
価

格
が

大
幅

に
下

落
し

な
い

。
」
が

、
満

た
さ

れ
る

可
能

性
は

高
い

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

予
期

さ
れ

な
か

っ
た

イ
ン

パ
ク

ト
・

波
紋

効
果

政
策

、
制

度
、

社
会

経
済

、
技

術
面

な
ど

で
、

上
位

目
標

以
外

の
プ

ラ
ス

あ
る

い
は

マ
イ

ナ
ス

の
効

果
・
影

響
が

あ
っ

た
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

政
策

・
制

度
協

力
終

了
後

も
、

当
該

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
（
対

象
ク

ラ
ス

タ
ー

内
の

農
家

の
生

計
向

上
）
が

持
続

的
に

維
持

さ
れ

る
見

込
み

が
あ

る
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

財
政

同
様

な
目

的
の

た
め

に
、

実
施

機
関

の
予

算
措

置
は

十
分

に
講

じ
ら

れ
て

い
る

か
、

予
算

確
保

の
た

め
の

対
策

は
ど

の
程

度
行

わ
れ

て
い

る
か

（
見

込
み

が
あ

る
か

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

組
織

同
様

な
目

的
の

た
め

に
、

実
施

機
関

の
組

織
的

な
整

備
（
人

材
配

置
、

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

等
）
は

ど
の

程
度

行
わ

れ
て

い
る

か
（
見

込
み

が
あ

る
か

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
推

奨
さ

れ
た

知
識

・
技

術
は

、
関

係
機

関
ス

タ
ッ

フ
に

受
容

さ
れ

つ
つ

あ
る

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

協
力

終
了

後
、

関
係

機
関

が
強

化
さ

れ
た

能
力

を
維

持
で

き
る

見
込

み
は

ど
の

程
度

あ
る

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

協
力

終
了

後
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
外

の
地

域
普

及
す

る
見

込
み

は
ど

の
程

度
あ

る
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

総
合

的
自

立
発

展
性

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

イ
ン

パ
ク

ト
の

総
合

的
な

持
続

性
は

、
ど

の
程

度
見

込
め

る
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P
の

意
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
･

ア
ン

ケ
ー

ト

技
術

外
部

要
因

の
影

響

因
果

関
係

・
外

部
条

件
イ

ン
パ

ク
ト

（
予

測
）

自
立

発
展

性
（
予

測
）

ラ
オ

ス
側

の
投

入
の

適
性

度

効
率

性

日
本

側
の

投
入

の
適

性
度

－ 84－
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「ラオス南部山岳丘陵地域生計向上プロジェクト中間レビュー調査」面談記録・議事録 
No. 1～21（2012/12/06～12/21） 

No.1 
訪問先 （日本国内） 
面談相手 天野前チーフアドバイザー 
日時 12 月 6 日 14:30～16:30 面談場所 渋谷駅前喫茶店 
訪問者 調査団：鈴木 
収集情報 
主要事項 

 C/P、プロジェクト関係者にかかわる情報 
 DLF 本部（ビエンチャン）－局長（Dr. Bounkhuang）はプロジェクトへの理解があるが、常

に多忙。National Coordinator である計画課長（Mr. Chanthaboun）は、反応が今一つ。

面会の度にプロジェクトの進捗説明を求められた。 
 Project Management Team（Attapeu 県 Pakse）－Project Manager 以下 5 名は、プロジェ

クト専属 C/P である。PAFO 次長の Ms. Vongdeuane（獣医官）は今年 11 月の日本研修

（畜産）に参加した。これまでプロジェクトへの関与は多くないが、関心は高いのでぜひ

会うべきである。 
 Champasak 県－PAFO 次長の Mr. Prachith も 11 月の日本研修（畜産）に参加した。DLF

局長とのコネクションがあり、National Coordinator 的な役割を果たしてもらうとの案も検

討されている。 
 クラスターレベルの活動運営体制の現状 

→クラスターによって異なる。TSC はクラスターレベルにはまだ整備されていないので、普及

員は郡レベルの TSC、あるいは DAFO 事務所に駐在し、村を訪問することが多い。プロジェ

クト対象地には、プロジェクトからの支援で、1 カ月に 1 回ぐらいは訪問している。（プロジェク

トの支援なしでは、そこまで訪問できない。） 
 普及活動の自立発展性の見込み 

→現在、専門家からの支援で研修を行っているが、研修自体はいずれ自分たちでできるよう

になると思われる。問題は、そうした研修を実施するための予算が、ラオス側にはないことで

あろう。 
 研修の教材の作成状況 

→現在、徐々に現地語教材をまとめている。作成された教材をプロジェクト成果と見なすこと

は可能だろう。 
 プロジェクト後半における対象クラスターの拡大 

→同一郡で別のクラスターを選ぶことになるだろう。ただ、Champasak 県では、別の郡から対

象地を選ぶようラオス側から要望がある。いずれにしても、現在行っているクラスターでの活

動は、プロジェクト後半も何らかの形で継続支援する必要はあるだろう。Champasak 県の牛

配布プログラムをスケールアップすることに対する要望がある。 
 
No.2 
訪問先 農林省計画局（Department of Planning, MAF HQ） 
面談相手 Mr. Somphanh CHANPHENGXAY, Deputy Director General（元 DLF DGD） 

Mr. Samlan PASEUKTHAMLA, Deputy Director for International Cooperation Division 
日時 12 月 10 日 10:05～10:55 面談場所 農林省計画局会議室 
訪問者 調査団：鈴木、JICA 事務所：久保田企画調査員、Mr. Sisombath 
収集情報 
主要事項 

 プロジェクトの全般的な進捗、政府政策との整合性について 
→LIPS は、ラオス政府がすすめるフードセキュリティ、地方政府のキャパシティ改善に役立っ
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ている。地域のニーズに基づいた技術支援が行われていると見ている。ラオスでは、2000 年

に地方政府に権限を移す地方分権化が決められた。その後、あまり進展していなかったが、

今年、新たな首相令が出され、51 郡 105 村がパイロットに選定され、実施に移されることにな

った（Focal point の件）。今後、すべての開発プログラムは、可能な限りプロジェクト・オフィス

を地方に置くように指導されている。LIPS はこうした地方分権化を先取りするかたちで実施さ

れていると言える。 
 プロジェクト期間終了後の予算確保の可能性 

→地方政府への予算には、中央政府から直接拠出されるものと、地方政府（県・郡の事務

所）から出されるものの 2 つに分類できる。前者は、中央政府の優先順位に基づき拠出され

る予算で、職員の能力向上研修や事業のモニタリング、制度にかかわる事業などが含まれ

る。一方、農民などへの研修や普及活動は、後者の予算による。LIPS のような活動へ予算を

確保するためには、県や郡レベルの理解が重要になる。県では、「県開発 5 カ年計画」を作

成していて、いくつかの県ではすでに出来上がっている。予算は、この計画に沿って拠出さ

れる。 
 フォーカル・ポイント・プログラムについて 

→特定な貧困村を対象とした事業で、農業だけでなく、すべてのセクターが関係する。リーダ

ーシップやグループ研修、村落普及ワーカーの配置などが計画されている。 
報告者所

感 
 時間はかかっているもののラオス政府は地方分権をすすめる方向にあるので、プロジェクト

終了後の財政的な自立発展性を高めるためには、県や郡レベルで関連する予算（研修や普

及員の活動にかかる経費など）が確保されるよう、プロジェクト実施中から働きかけることも必

要と思われた。 
 フォーカル・ポイントとクラスターの関係について聞いたが、明確な回答は得られなかった。 

 
No.3 
訪問先 畜水産局（DLF HQ） 
面談相手 Dr. Bounkhuang KHAMBOUNHEUNG, Director General, DLF 

Mr. Chanthaboun SIRIMANOTHAM, Head of Planning Division, DLF 
日時 12 月 10 日 14:00～15:15 面談場所 畜水産局会議室 
訪問者 調査団：鈴木、JICA 事務所：久保田企画調査員、Mr. Sisombath 

プロジェクト：千頭アドバイザー 
収集情報 
主要事項 

 プロジェクトの全般的な進捗について 
 プロジェクトは、フードセキュリティの改善、貧困削減を優先課題とするラオス政府の政

策に沿った内容で実施されている。 
 貧困世帯の割合が高い山岳地帯を対象地域として選定したことは適切であった。 
 地方政府や中核農家の能力向上に役立つ活動が行われていることが評価される。 

 課題 
 郡レベルの職員からのレポーティングは満足のいく内容で行われていないので、改善

する必要がある。 
 サブ・プロジェクト毎の進捗について、養殖はある程度やり方が確立してきている。畜産

に関しては、大型家畜の育成には時間を要するので、中小家畜の飼育にも取り組むべ

きと考えている。 
 プロジェクト後半における取り組み 

 来年からプロジェクトは、対象地域（クラスター）を広げる計画であるが、中核農家の育

成に重点を置くべきである。 
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 プロジェクトがクラスターをエントリーポイントとしていることは、政策的に外れていないか？ 
 クラスター開発は、2003 年の首相令で規定された。村落開発の方針として有効である。

 レポーティング・システムの改善方法について 
 職員の能力の改善を図り、レポーティングをシステマティックに実施する方法を構築す

る必要がある。地方ではインターネットへのアクセスが難しいことも問題で、農業省として

も改善できるよう取り組んでいる。 
 対象クラスターの拡大方針について 

 基本的には各県が選定する。技術をどのように適用するか検討する必要がある。 
 適正技術の選定について 

 これまで幾つかの技術が実証されている。対象地域を拡大するにあたって、地域の特

性、ニーズを考慮し適切な技術を選定する必要がある。 
 農家が経験を共有できる場を設定することも大切である。そのために、成果 4 で予定さ

れているハンドブックなど印刷物の作成も有効と考えられる。 
 
No.4 
訪問先 プロジェクト・オフィス（パクセー） 
面談相手 佐野専門家、渡辺専門家、 

Mr. Bouathong HEUANTHAVONGSA Project Manager, PAFO, CSK（車中談） 
日時 12 月 11 日 8:30～11:00 面談場所 会議室 
訪問者 調査団：鈴木、通訳 
収集情報 
主要事項 

以下について確認、あるいは検討を依頼した。 
 プロジェクト後半で取り組む「適正技術」について―前半で検証した技術の単純継続か、新

たな技術の取り込みも検討するか？ 
→要検討。 

 後半に新たに対象とするクラスターのベースライン調査をどうするか？ 
→イニシャル・クラスターで行ったベースラインは、調査項目が多すぎた。もう少し簡易な内容

で実施は可能と考えている。 
 成果物としてのハンドブック、マニュアルなど普及教材の製作予定 

→豚･家禽については、EU プロジェクトで作成したものがあるが、牛・山羊はない。養殖につ

いては作成中 
 成果 3 と 4 の活動計画→プロジェクトをとおしてのアイディアのとりまとめを依頼。 
 拡大クラスター選定の手順 
 他のドナープロジェクトとの連携の可能性 
（Project Manager） 
 プロジェクト後半の活動方針として、県･郡レベルも含めてできるだけラオス側スタッフで運営

することが検討されていることを伝えたところ、前半の活動経験に基づき、可能だろうとのコメ

ントであった。 
 
No.5 
訪問先 Attapeu 県 PAFO 
面談相手 Mrs. Vongdeuane PHONGSAMOUTS, DDG of ATP PAFO 

Mr. Semphachan, Deputy Head of PLFS, Mr. Syphachan, PLFS C/P (Livestock) 
日時 12 月 11 日 15:05～16:40 面談場所 DDG 執務室 
訪問者 プロジェクト：佐野専門家、Mr. Bouathong、Ms. Vanny、調査団：鈴木、通訳 
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収集情報 
主要事項 

当方より、中間レビューの目的、日程などの説明した後、以下の点について質問を行った。 
 プロジェクトの全般的な進捗など 

 本県では、2 つの郡・クラスターが対象となっている。中核農家、職員の能力向上が進

んでいる。地方の開発に重点を置くラオス政府の方針に沿った活動が行われている。 
 プロジェクト後半の活動について 

 これまでの活動をとおして関係スタッフの能力が改善されているので、基本的には、こ

の後、郡・県レベルが主体となって対象地域を拡大していくことは可能と考えている。し

かし、まだ課題を抱えている活動については、専門家からの継続的な支援が必要であ

る。 
 畜産にかかわる活動について 

 家畜の飼養頭数は全体的に減少傾向にある。粗放的な飼養管理に依存していることに

課題があり、品種改良や飼料開発をすすめる必要がある。病気に対する取り組みも不

十分である。（日本で行われているような）家畜の登録システムも必要だと考えている。 
 プロジェクトで取り組まれてきた中核農家の育成を他の村でも展開する必要がある。 
 村落獣医ワーカー（VVW）制度は、能力や予算が限られていて、十分な成果が出てい

るとは言えない。 
 クラスターとフォーカル・ポイント開発について 

 フォーカル・ポイントは、対象村の集中的な投資。プロジェクトが対象地域を拡大するに

あたって、フォーカル・ポイント対象村を選定することは有意義であるが、対象となって

いる 2 郡にはフォーカル・ポイント村が含まれていない。 
 地方分権化と予算執行について 

 ADB などドナーの予算については、PAFO が各郡への配分を決めている。政府の通常

予算は、郡、県それぞれに財務局があり、予算申請をすることが基本である。深刻な家

畜疾病の発生な緊急を要する場合には、県が予算獲得に動くこともある。 
報告者所

感 
政府予算の件は、詳細を聞き出すのは難しいと感じられた。 

 
No.6 
訪問先 Attapeu 県 Phuvong 郡 DAFO 
面談相手 Mr. Thamongsack, Deputy Head of DAFO; Mr. Siha C/P (In charge of Somboun Cluster) 

Mr. Thanongsak (Livestock and Fisheries) 
日時 12 月 12 日 9:05～10:50 面談場所 DDG 執務室 
訪問者 プロジェクト：佐野専門家、Mr. Bouathong, Ms. Vanny,  

PAFO: Mr. Syphachan, PLFS C/P (Livestock); 調査団：鈴木、通訳 
収集情報 
主要事項 

 プロジェクト前半の活動について 
 対象村への繁殖牛を 6月に導入したばかりで、成果はまだ上がっていない。村へのアク

セスは非常に悪く 1 年で 3 カ月ぐらいしか訪問できないことも原因である。 
 後半の活動予定について 

 対象とするクラスター・村を検討している。当初予定していた Viengxay 村は、ダム建設

計画があり、対象とすることができなくなった。 
 プロジェクト後半は、PAFO/DAFO スタッフが主体となって活動をすすめる方針であるとの当

方からの説明に対して、活動経費が保証される限り可能との回答であった。 
 レポーティング体制について 

 PAFO が計画を立て、DAFO が実施･モニタリングを行う事業で、十分な予算がつかな
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いことから、レポーティングを十分行うことができないことが多い。 
 DAFO 職員は、一般的に事業の計画、報告能力は劣るが、技術的な能力は高い。 

 DAFO への予算執行の仕組み 
 ADB などドナー資金以外の政府予算は、通常、郡庁（District Governor Office?）から

拠出される。職員の活動費（出張や移動経費）は十分にはないので、事務管理費を削

って充てている。 
 DAFO として、年間計画を作成し、郡庁の計画部局に提出するが、計画どおりに拠出さ

れることはまずない。郡の開発 5 年計画は現在、策定中である。 
 フォーカル・ポイント政策について 

 フォーカル・ポイントというのは、特定な郡や村全体を対象とし、集中的な開発をすすめ

ようとする政策。アッタプー県では、3 郡（Sansay, Samakisay, Sanmasay）が対象となって

いて、本郡は関係がない。 
 プロジェクトへの要望 

 研修期間が短い、実習をもう少し取り入れた方がいい。 
 農民向けの研修で、実務的でない内容が含まれていた（存在しない牧草の解説など）。

 現在対象となっている Somboun 村は少数民族の村で、村民のキャパシティが低いの

で、DAFO 職員が頻繁に訪問する必要がある。 
 動物薬を保管する冷蔵庫の設置。 

 
No.7 
訪問先 Somboun 村（Attapeu 県 Phuvong 郡 Somboun クラスター） 
面談相手 Mr. Khambieng, Village Headman 

Mr. Khammek, Deputy Headman-Cow raising 
Mr. Bonneap (son of headman), Village Veterinary Worker 1-Bull and Cow raising 
Mr. Bounlond, Village Veterinary Worker 2-Goat raising (plan) 
Mr. Boundouk, Core Farmer-Cow raising 
Mrs. Piew, Wife of Core Farmer-Cow raising 
Mr. Bounkon, Core Farmer- Goat raising (plan) 

日時 12 月 12 日 13:30～16:00 面談場所 コミュニティ・スクールの教室 
訪問者 プロジェクト：佐野専門家、Mr. Bouathong, Ms. Vanny, 

PAFO: Mr. Syphachan, PLFS staff (Livestock), 
DAFO: Mr. Siha (In charge of Somboun Cluster), Mr. Thanongsak (Livestock and Fisheries) 
調査団：鈴木、通訳 

収集情報 
主要事項 

 対象村の概要 
ベトナム国境に近い、総世帯 280 軒の少数民族の村。おもな生計活動は、焼畑（陸稲、ジャ

ガイモ他）、水田（30HH）、家畜飼養（豚 70%、家禽、牛 10HH、水牛 30HH）、砂金採取、木

材販売など。村に通ずる道路は雨期の度に補修を必要とする悪路のうえ、途中で橋のない

川を渡る必要があり、アクセスは非常に悪い。 
 家畜プログラムの経緯・進捗 

2012/1 月 VVW への研修①―クラスター内 4 村 8 名 
2 月 繁殖農家（家畜を実際に管理する農家）10 世帯選定（うち 2 名は VVW） 

4～5 月 プログラムの実施方法説明、飼育施設（ヤギ小屋）の準備 
6 月 牛（雄１・雌 5）の調達・搬送、VVW への研修②③ 

8･10 月 巡回指導 
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（畜産プログラムでは、VVW が中核農家と位置付けられている。） 
 
 牛の配布プログラム概要 

雌牛は繁殖農家 5 世帯がそれぞれ一頭ずつ管理し、雌子牛が生まれたら 1 年ぐらいで別の

農家へ渡す。雄子牛は、1.5 年程度育成後、売却し、別の雌牛の購入資金とする。（すでに、

雄･雌それぞれ一頭が生まれたとのこと。）雄牛はVVWが管理し、希望する農家に有償で種

付けサービスを行う。 
 山羊の配布プログラム概要 

繁殖農家一世帯当たり雌 5 頭、雄 1 頭のセットで供与する。生まれた子山羊を同じようにセッ

トで別の世帯に配布し、受益者を増やしていく。 
 
 牛・山羊を対象として選んだ理由は何か？ 

→現金収入を得られる、豚や家禽に比べ病気が少ない。 
 繁殖農家はどのように選定されたか？ 

→一定の選定基準（家畜飼育の経験、やる気、正義感など）を設定し、畜産振興委員会

（VLPC））が選定した。 
 VLPC のメンバー構成は？ 

→村長、副村長、女性グループ代表、公安担当村民など 8 名。 
 牛・山羊の販売先は？ 

→業者が定期的に巡回して来て家畜を購入している。常に需要は高いので、販売先には困

らない。 
 VVW 制度開始の経緯・役割は？ 

→2008 年頃、DAFO の指導で選定された。ワクチン接種など行うことが役割であるが、特別

な研修もなく、ワクチンや注射器の供給もないので、実質何も行っていない。 
 VVW 研修で学んだことは役に立っているか？ 

→これまでに畜産技術の基礎、病気予防、飼料、成長管理などの研修に 3 回参加した。研

修後、もらった薬を病気の馬に注射したら、元気になった。研修参加後、繁殖農家・一般農

家への研修はまだ行っていない。 
 今後の活動予定 

VVW への研修をあと 2 回実施予定（稲わらの利用・繁殖管理）。 
来年 3～5 月頃―山羊の調達と運搬、中核農家への研修実施予定。 

報告者所

感 
 家畜配布プログラムはまだ始まったばかりであり、生計向上にかかわる成果が生まれるかどう

か、現段階では何とも言えない。最低 2～3 年は継続したモニタリングが必要であろう。 
 研修はクラスター内すべての VVW に対して実施された段階にあり、繁殖農家・一般農家へ

の農民間研修はまだ行われていない。VVW は一般の村人であり、プロジェクトや DAFO 職

員の支援がなければ、VVW だけで研修を行うことは難しいと思われる。 
 中核農家（VVW）が雄牛を管理し、有償で繁殖を行う仕組みが機能するためには、サービス

を利用する村人への啓蒙が必要であろう。 
 VVW、繁殖農家、は、村長をはじめとする村の有力者に繋がりのある者が選ばれているとの

印象を受けた。（雄牛を管理している VVW の 1 人は村長の息子であった。） 
 村のメイン道路沿いには、テレビやステレオなど電気製品やパラボラ・アンテナを備えた家が

散見され、それなりの生活レベルにあることがうかがわれた。 
 IFAD プログラムで養殖池の設置が進められているなど、援助事業が集中しているように見受

けられた。 
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No.8 
訪問先 Attapeu 県 Sansay 郡 
面談相手 Mr. Bounnao, Head of DAFO, Mrs. Latsamone (Livestock and Fisheries) 
日時 12 月 13 日 8:55～10:40 面談場所 DAFO 会議室 
訪問者 プロジェクト：佐野専門家、Mr. Bouathong, Ms. Vanny, PAFO: Mr. Vieng (Fisheries) 

調査団：鈴木、通訳 
収集情報 
主要事項 

 本対象郡における活動の進捗、問題点など 
 中核農家への研修、飼料開発や水田養殖など適性技術の実証試験、TSC における種

苗生産施設設置への支援などが行われてきた。 
 水田養殖は、まだ積極的に取り組まれていない。 
 教訓―中核農家の選定にあたっては、農家のキャパシティをよく検討する必要がある。

DAFO スタッフが定期的に農家を訪問し、農家をサポートすることが大切である。 
 TSC における種苗生産 

 郡 TSC には種苗を生産する施設がなかったので、プロジェクトで 3 つの養殖池整備の

支援が行われた。 
 今年 5 月から生産が開始され、8,000 匹の稚魚（ナマズ、ティラピア、コイ、Silver barb、

カエル）が生産された。稚魚は、中核農家への供給、政府の放流プログラム、施設での

繁殖用に活用された。 
 ナマズ種苗は、育成段階で致死率が高く、技術的に問題がある。 
 将来、他の郡の農家に対しても種苗を供給していきたい。 
 種苗生産で得られる収益は、施設の運営費と職員へ日当にあてる。 
 TSC での種苗生産を増やすことは、中核農家による生産を阻害することにならないかと

の懸念に対しては、種苗へ需要は高いので、問題はないとのことであった。 
 プロジェクト後半の活動について 

 中核農家への技術支援は継続する必要がある。 
 これまでの活動経験から、自分たちで新しい対象クラスターで活動を展開することは可

能だろう。 
 新たな対象クラスター・村の選定→同じ Nampa クラスター内の Dakhieng 村が候補。 
 TSC 施設の水管理システムをさらに改善する必要がある。 

 
No.9 
訪問先 Somboun 村（Attapeu 県 Sansay 郡 Nampa クラスター） 
面談相手 Mrs. Bounphouang, Core Farmer (VAPC Chairperson); Mr. Kommalee, School head teacher; 

Mrs. Bot, Leader of Women Group; Mrs. Yom, Integrated aquaculture demonstration farmer 
日時 12 月 13 日 13:20～15:30 面談場所 村の集会場 
訪問者 プロジェクト：佐野専門家、Mr. Bouathong, Ms. Vanny, PAFO: Mr. Vieng (Fisheries), DAFO: Mrs. 

Latsamone (Livestock and Fisheries)、調査団：鈴木、通訳 
収集情報 
主要事項 

 対象村の概要 
サンサイ郡の中心部からほど近いところに位置する総世帯約 180 軒の少数民族の村である。

おもな生計手段は、水田稲作、野菜栽培、家畜飼育、日雇い労働など。2 年ほど前に近くを

流れる Nampa 川から取水する Nampa 灌漑施設が完工し、現在、村のなかの 50 世帯ほどが

灌漑水を利用できるようになっている。 
 養殖普及プログラムの経緯・進捗 
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2011/8 月 中核農家候補者を含む対象村養殖農家への一般技術研修 
2012/1 月 中核農家候補者への技術研修 

2 月 中核農家 2 名の認定と TOT 研修の実施 
3 月 中核農家による一般農家（養殖開始希望者）への研修 1 回目実施 

3～4 月 中核農家への種苗・資機材の支援 
7 月 中核農家による一般農家（養殖開始希望者）への研修 2 回目実施 

8～10 月 巡回指導（月 1 回） 
 
 本対象村では、上記の活動に加え、小学校でのグループ養殖、女性グループによるアヒル

増殖、鶏と養殖の複合農業の実証試験などが実施されており、今回、インタビューによる情

報収集ともにサイトを視察した。概要を以下にまとめた。 
 
① 中核農家（Ms. Bounphouang） 

 年齢 60 歳ぐらいの女性で、2～3ha ぐらいの土地で稲作、野菜栽培、豚･家禽の飼育と

養殖を組み合わせた複合農業を 1 人で行っている篤農家である。4 年ほど前に 2 つの

池を掘削し、養殖を始めた。その後、上述の灌漑施設が出来上がったことで取水が容易

になり、さらに 10 の種苗育成用の池を増設した。 
 2～3 年前にナマズの種苗生産を試みたが、稚魚が育たず断念した。現在、プロジェクト

の支援でコイとティラピアの種苗を生産しているが、ナマズ種苗の生産にはまだ成功して

いない。 
 これまでに、プロジェクトの支援で一般農家・グループへの研修を 4 カ所で行った。その

後、プロジェクトが買い上げる形でコイとティラピアの種苗を研修に参加した農家･グルー

プへ配布した。外部一般農家から種苗についての問い合わせはあるが、まだ十分に生

産できていないので、販売には至っていない。 
 養殖した成魚は、自家消費する以外は、近所の住民に小売りするか、近くの市場へ運

搬して販売する。市場での買い取り価格は 20,000Kip/kg ぐらいで、1 回に 100～200kg
を販売する。農場を一人で管理しているので、頻繁には販売できない。この地域には、

業者が買い付けに来ることはない。 
 プロジェクトからの働きかけで「村落養殖振興グループ（VAPC）」が組織され、19 名のメ

ンバーが加盟している。本中核農家がリーダーとなっているが、今のところ、プロジェクト

から要請がない限り、集まることはない。 
 
② 小学校でのグループ養殖プログラム 

 中核農家近くの小学校の敷地内で、数年前の建設工事の採石に伴ってできた池を活

用し養殖が行われている。2011 年 11 月に短期専門家と C/P がグループ養殖の候補地

として情報収集を行ったのが養殖を開始するきっかけとなったようである。学校側も一部

経費を負担して、池の周辺にフェンスが設置され、1,500 匹の稚魚がプロジェクトから提

供された。 
 校長によると、養殖を行う目的は学校の収入増に役立てることと、生徒の学習の場として

活用することにあるとのことである。池の脇には野菜圃場もあり、生徒が農作業を行って

いた。もう少し水位が下がったら収穫を始め、魚は近くの市場に売る予定である。 
 
③ 女性グループによるアヒルのリボルビング・プログラム 
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 女性グループに対する収入支援を目的として、アヒルのグループ増殖が行われていた。

村の女性グループメンバーでアヒルの増殖に関心のある者 5 名にそれぞれ 5 羽（雄 1・

雌 4）が供与され、生まれてくる雛を別のグループメンバーに配布していく計画である。

今のところ、10 羽が生まれているとのことであった。 
 
④ アヒルと養殖の複合農業の実証試験・展示 

 本対象郡でも養殖適正技術の実証試験が幾つか農家で実施されているが、この農家で

は養殖池の上にアヒルを飼育する複合養殖技術の試験・展示が実施されていた。同時

に開始された水田における養殖は、飼育していた魚が盗難にあい、中断したとのことで

あった。 
報告者所

感 
 今回会った中核農家は最近生産を始めたばかりであり、種苗生産の能力は現段階では未知

数である。自助努力で育成池を増設するなど種苗生産に対する意欲は高いようなので、こう

した農家が直面する技術的な課題がクリアされ生産が安定するよう、今後しばらくサポートが

不可欠と感じられた。 
 今のところ、プロジェクトが種苗を買い上げ、他の農家に渡していることから、一般農家が中

核農家から種苗を購入する仕組みが機能するようになるかどうか、現段階では何とも言えな

い。現在、パクセーに行かなければ種苗を入手できないので、プロジェクトが直接対象として

いない養殖農家と中核農家を結びつける啓蒙・広報に取り組む必要性も高いと考えられた。

 学校における養殖振興については、ラオス側からの強い要望があること、AQUIP2 の経験に

基づき実施されているとのことであるが、生計向上というプロジェクトの主目的にどの程度貢

献するか検証が必要と思われた。 
 女性グループへのアヒル配布・増殖支援活動については、確かに生計向上に役立つ活動で

あるものの、複合養殖技術の普及という文脈のなかで実施されているか、畜産振興の 1 つの

取り組みとして行われているか、今のところ不明瞭であり、少し唐突な印象を受けた。プロジ

ェクトにおける位置付け・意義を再検証し、明確化する必要があると思われた。 
 
No.10 
訪問先 Sekong 県 PAFO & Laman 郡 DAFO 
面談相手 PAFO: Mr. Vixiang, Deputy Head of Administration, Mr. Khamla THAVIXAY, Head of PLFS, 

Ms. Khuanchai (Fisheries) 
Laman DAFO: Mr. Songthavi, Deputy Head of DAFO, Ms. Phukhan (Fisheries) 

日時 12 月 14 日 8:35～10:00 面談場所 DAFO 会議室 
訪問者 プロジェクト：佐野専門家、Mr. Bouathong, Ms. Vanny、調査団：鈴木、通訳 
収集情報 
主要事項 

 Sekong 県におけるプロジェクト活動の進捗 
 中核農家の育成、グループ養殖、学校養殖など自家消費用の魚生産と現金収入の増

加を目的とした活動が行われてきた。 
 種苗生産技術の向上、PAFO/DAFO スタッフの能力向上、資機材の改善などの成果に

結びついている。 
 技術実証・展示用の種苗調達が遅れたため、一部の活動に多少遅れが生じた。 
 今後も、DAFO スタッフによる中核的農家への継続的な支援が必要。 
 他のクラスターでの成功事例を学ぶことが役立つだろう。 

 中核農家の自立発展見込み 
 現在、県内の養殖農家は、パクセーあるいは TSC 養殖センターから種苗を購入してい

るので、地元で中核農家の種苗生産能力が高まれば、農家は自然と中核農家から購
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入するようになるだろう。 
 県 TSC（養殖センター）における種苗生産 

 県 TSC では、今年約 50 万匹の稚魚を生産した。来年は、100 万匹生産を計画してい

る。TSC の種苗生産施設では、水質を改善する必要がある。 
 新しい対象クラスター・村の候補 

 Laman 郡では、現在と同じ Phon クラスターの Phong 村あるいは Sankong クラスターを、

また Tateng 郡で Kokphung クラスターを候補として考えている。 
 フォーカル・ポイント対象村 

 Sekong 県では、3 つの郡でそれぞれ 2 村がフォーカル・ポイントの対象地として指定さ

れている。LIPS の対象地域と重複させることは可能である。 
 
No.11 
訪問先 Sekong 県 TSC (Aquaculture Center) 
面談相手 Mr. Khamdeng, Head of Center 
日時 12 月 14 日 10:20～11:05 面談場所 センター管理棟前 
訪問者 プロジェクト：佐野専門家、Mr. Bouathong, Ms. Vanny, PAFO: Ms. Khuanchai (Fisheries), 

DAFO: Ms. Phukhan (Fisheries)、調査団：鈴木、通訳 
収集情報 
主要事項 

 同センターは、1999 年に日本の草の根無償資金を使って建設された。その後数年間は、

JOCV 隊員による技術協力が実施された。種苗生産能力を高める目的で、本件プロジェクト

でも育成用の池の改善を支援した。 
 今年度の種苗生産実績は約 50 万匹で、内訳はナマズ 40%、コイ 20%、ティラピア 20%、草

魚 20%であった。通常、12 月に親魚の選定を行い、1 月から採卵する。常時 1 万匹程度の稚

魚の供給キャパシティがある。6 から 9 月にかけ、種苗に対する需要のピークがある。 
 販売価格は、200kip/匹。収益は、管理費に使われている。 
 職員は 10 名（うち 2 名は研修中で不在、3 名は臨時。） 
 センターへは、近くを流れる灌漑水路から取水しているが、特に孵化のためには水質が良く

ないので、簡易フィルターの設置が必要である。また、研修室も老朽化しており、補修が必要

である。 
 
No.12 
訪問先 Beng 村（Sekong 県 Laman 郡 Phon クラスター） 
面談相手 Mr. Vichom, Village Headman (VAPC Chairman); Mrs. Lane / Mr. Sipuang, Core Farmer 

Mr. Somxay, Head teacher, Mrs. Sap, Leader of Women Union 
日時 12 月 14 日 11:20～12:40 面談場所 村の集会場 
訪問者 プロジェクト：佐野専門家、Mr. Bouathong, Ms. Vanny, PAFO: Ms. Khuanchai (Fisheries), 

DAFO: Ms. Phukhan (Fisheries)、調査団：鈴木、通訳 
収集情報 
主要事項 

 対象村の概要 
Laman からパクセーに向かう幹線道路沿いに位置する総世帯数 140 軒ほどの少数民族の

村。7年ほど前に外部からの援助を受けることなく村人で設置したという灌漑水路（約2km）が

村に引かれていて、水田と養殖に使われている。 
 養殖普及プログラムの進捗 

他の対象地域と同様、中核農家が 2 名選ばれ、TOT研修、施設の補修や種苗の援助などが

行われてきた。その他、VAPC メンバーによる種苗リボルビング・プログラム、水田養殖・複合

養殖技術の実証試験・展示、女性同盟メンバーによるグループ養殖、小学校での養殖支援
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などのプロジェクト活動が行われてきた。各活動の概要は、以下のとおり。 
① 中核農家の概要 

 男性と女性の 2 名が中核農家として選定された。両人とも 2000 年ごろに 2 つの池を設

置し、養殖を始めた。養殖を始めた動機は、自家消費用の魚を生産することと、収入を

増やすことにあった。 
 プロジェクトで研修を受けるまで、種苗生産の経験はなかった。研修参加後、今年の 2

月にコイの種苗生産を行った。しかし、稲作作業に時間をとられ、管理が十分できなか

ったことから、致死率が高く、失敗した。 
 VAPC には 15 名メンバーが参加しているが、いずれの農家も池を保有していて、養殖を

行っていることから、種苗へのニーズは高い。来年は、コイ、ナマズ、カエルなど 20 万匹

の種苗を生産する予定である。 
 隣の村の一般農家 58 世帯への研修も実施し、種苗についての問い合わせがすでにあ

る。 
 生産した成魚は、自家消費する以外は、近くの住民や村に来る中間業者へ販売する。 

 
② 種苗のリボルビング・プログラム 

今年 7 月に VAPC メンバーから 7 世帯が選ばれ、5,000 匹の稚魚がプロジェクトから供与され

た。参加農家は、来年 5 月までに、同じ数量の稚魚か同等額の現金を VAPC に返済し、他の

メンバーに貸し付けることになっている。 
 
③ 女性同盟によるグループ養殖 

女性同盟の有志に対して、今年 3 月に 1,000 匹のナマズ稚魚と飼料購入のための経費がプ

ロジェクトより供与された。池はメンバー所有のものを利用し、給餌は近くの住民が行ってい

る。8月に成魚 45kgが収穫され、90万 kipの収益があった。この収益を使って種苗を購入し、

現在、2 回目の生産が行われている。 
 
④ 学校における養殖 

学校の収入活動のために養殖池設置への支援が要請した。プロジェクトから、池の掘削とと

のに、種苗500匹、飼料、フェンス用資材などが供与された。エサやりは、生徒が行っている。

すでに収穫を開始した。 
報告者所

感 
 この日、訪問した村は、前日訪れたサンサイ郡の村より、養殖に対するポテンシャルも高く、

対象農民も熱心であるように見受けられた。灌漑水路を独自に設置したということからもうか

がえるように、村人の結束力も高いことが推察された。ラオス農村の昔の良さが残っているの

かもしれないと思われた。 
 選定された中核農家は養殖を行った経験が長く、基礎的な技術はある程度持っているようで

あった。まだ 1 回しか種苗生産が行われていないので何とも言えないが、村内あるいは周辺

の村に養殖を行っている農家は多いようなので、中核農家が安定的に種苗を生産できるよう

になれば、プロジェクト終了後の自立発展性は確保されるものと考えられた。 
 この後も順調に進むようであれば、フィールド･デイなどの形で、近隣コミュニティや他の対象

地域の関係者と経験を共有することも有意義と思われた。 
 
No.13 
訪問先 Sekong 県 Tateng 郡 DAFO 
面談相手 Laman DAFO: Mr. Thavisack, Deputy Head of DAFO (Administration), Ms. Linlida (Fisheries) 
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日時 12 月 17 日 9:10～11:25 面談場所 DAFO 会議室 
訪問者 プロジェクト：佐野専門家、Mr. Bouathong, Mr. Aloun、PAFO:Ms. Khuanchai (Fisheries) 

調査団：鈴木、通訳 
収集情報 
主要事項 

 プロジェクト活動の進捗 
 2011 年に VAPC メンバー16 農家の選定、その後実証技術の展示実施農家 5 世帯の選

定、さらに 2 農家を中核農家として選定した。 
 技術は、地元のニーズに合っている。中核農家をとおした取り組みは有効である。 
 5 展示農家のうち 1 世帯は、あまり協力的ではなかった。 

 活動にかかわる課題 
 今年実施した水田養殖は、水の確保に課題があった。 
 全体的に飼料が不足している。 

 同郡における養殖農家が抱える一般的な課題 
 同郡では、養殖は他の農業経営活動の 1 つであり、経営規模は大きくない。 
 飼料不足が原因で、魚のサイズが大きくない。 
 獣害がある 

 プロジェクトへの提案 
 中核農家、展示農家の選定をもっと適切に行うべきである。 
 DAFO スタッフによる訪問頻度を増やすべき。 
 飼料が増やすための資金の増加が必要。 
 郡内に種苗生産施設がない。 

 対象村への訪問頻度 
 プロジェクトからメンバーが訪問する時に同行する。月に 1 回は必ず訪問する。 

 DAFO 内での情報共有 
 プロジェクトに関連する活動も含め、定期報告書を作成し、DAFO 所長に提出してい

る。また、毎月、所内会議がもたれている。 
 郡レベルの活動報告体制 

 月次報告書、四半期報告書を提出する。 
 一般業務にかかわる報告書にはフォーマットがある。 
 所内に PC が限られているので、報告書の作成に時間がかかる。インターネットへはアク

セスできない。（プロジェクトで USB モデムを供与したが、DAFO には通信費を支払える

予算がない。） 
 PC スキルアップの研修も必要。 

 プロジェクト後半の対象クラスター・村 
 同郡ではフォーカル・ポイント対象村のあるクラスターが 2 カ所（Kakphang, Sam）あるの

で、後半の活動では同じ村を選定することは可能である。 
 
No.14 
訪問先 Kapeu 村（Sekong 県 Tateng 郡 Kapeu クラスター） 
面談相手 Mr. Khamphone, Deputy Village Headman; Mr. Sakone, Core Farmer/VAPC Chairman; 

Mr. Ki, Core Farmer; Ms. Lon (WU Leader) 
日時 12 月 17 日 13:00～15:40 面談場所 村の集会場 
訪問者 プロジェクト：佐野専門家、Mr. Bouathong, Mr. Aloun; PAFO:Ms. Khuanchai (Fisheries) ; 

DAFO: Ms. Linlida (Fisheries)、調査団：鈴木、通訳 
収集情報  村の概要 
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主要事項 Tateng から Laman に向かう幹線道路沿いにあるラオ族と少数民族が混在する村。大規模な

灌漑施設はないが、水稲、家畜、野菜生産が主な生計手段である。 
 プロジェクト活動の進捗・課題 

 2011 年 8 月にプロジェクトから研修を受け、その後、VAPC メンバーと中核農家を選定し

た。 
 2011 年―展示農家 5 軒、リボルビング参加農家 5 軒、2012 年―複合養殖、水田養殖

の展示 
 VAPC メンバーの選定プロセス 

 メンバーを選定する会合には 25 名ぐらい参加した。そのうち、養殖池があることと、やる

気を条件にメンバー16 名が選定された。 
 中核農家による種苗生産 

 これまでにプロジェクトから支援を得て、孵化槽の設置、育成池の改善など施設整備を

行った。中核農家 1 名が孵化を担当し、もう 1 名が稚魚の育成を担当している。 
 今年は種苗生産を 1 回行い、7,200 匹のコイの稚魚を生産した。このうち、3,400 匹はプ

ロジェクトが買い上げ、2,800 匹は一般農家 3 軒に販売した。 
 現在、育成池が不足しているが、年 2 回、2～3 万匹の種苗生産が可能である。 
 今年は、住民から要望のあるナマズと Silver barb の種苗生産を行いたいが、親魚を持

っていないので、プロジェクトから支援してほしい。 
 ナマズ、Silver barb の親魚育成について研修は受けたが、実際にやっていないので、

技術支援を継続してほしい。 
 村内における水産農家増加の可能性 

 村内には灌漑は設置されておらず、水源は近くを流れる川か、天水であるため、養殖

適地は限られている。 
 実証展示技術の普及の可能性 

 特に役立っている技術―煮餌や竹のスティック 
 展示技術について問い合わせはあるが、実際に行われているかどうかは分からない。 

 村落・女性同盟によるグループ養殖 
 数年前の道路工事で採石した後の窪地を池に転用して養殖を行っている。 
 収益は次の生産のための種苗や飼料購入に充てる他、一部は村の行事に使う予定。 

 VVW の活動 
 副村長と一般村人が VVW として働いている。ワクチンの接種がおもな任務で、多い時

には 1 日 70 頭に接種する。 
 
No.15 
訪問先 Saravan 県 PLFS 事務所 
面談相手 PLFS Head: Mr. Sivanpakone VONGBOUNTHAN; C/P Staff: Mr. Vorasak 
日時 12 月 18 日 8:20～9:45 面談場所 PLLS 課長執務室 
訪問者 プロジェクト：佐野専門家、Mr. Bouathong, Mr. Aloun、調査団：鈴木、通訳 
収集情報 
主要事項 

 サラワン県における活動進捗 
 プロジェクトの対象地としては、貧困度の高い村を選定した。 
 農業は粗放的で、商業化の促進が必要である。 
 農民からは多くの要望が出されたが、最もニーズの高い養殖と複合農業が選ばれた。 
 複合農業を実施している Doup 村近くにフォーカル・ポイント対象の村があり、先月、養

殖活動の視察のための訪問を県事務所として支援した。 
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 課題は特にない。 
 クラスター開発とフォーカル・ポイント戦略の整合性 

 基本的には、2 つの政策に大きな違いはない。政府は、すべてのクラスターと村をカバ

ーするだけの財政的な余力がないことから、対象村を特定して集中的に開発することに

した。来年から、関連の予算が実際に拠出される予定である。 
 県事務所では、フォーカル・ポイント地域担当の専門スタッフを 4 名、畜水産、農業、灌

漑、森林分野で配置する予定である。 
 プロジェクト後半の活動方針 

 基本的に、県、郡スタッフが中心となって運営することに異論はないが、プロジェクトチ

ームによる定期的なモニタリングは必要。 
 
No.16 
訪問先 Laongam 郡 DAFO 事務所 
面談相手 Mr. Visai, Head of DAFO, Ms. Thongbai C/P Staff 
日時 12 月 18 日 10:40～12:25 面談場所 DAFO 会議室 
訪問者 プロジェクト：千頭 CA、佐野専門家、Mr. Chanthaboun, Mr. Bouathong, Mr. Aloun; 

PAFO: Mr. Sivanpakone; Mr. Vorasak (Fisheries); DAFO: Mr. Visai, Head of DAFO, 
Ms. Thongbai, C/P Staff； 
評価メンバー：Dr. Khamphay, Mr. Sisouphanh, Mr. Oudone, Mr. Samlan 
調査団：多田団長、久保田、Mr. Viengsavanh、鈴木、通訳 

収集情報 
主要事項 

 当郡でのプロジェクト活動の進捗（Mr. Visai） 
 郡内には 103 の村があり、そのうちの 1 村で活動が行われてきた。 
 養殖―グループ、学校、中核農家への支援、複合養殖・水田養殖展示、種苗のリボル

ビング、畜産―アヒルのリボルビング 
 成果―中核農家による種苗生産、TSC の養殖施設補修 
 課題―活動費の不足 

 郡 TAC における種苗生産 
 プロジェクトの支援が入るまで、TSC では一般養殖しか行われていなかった。プロジェク

トから、孵化槽と水供給施設の支援があり、種苗生産が可能となった。 
 今年度は、ティラピア、Silver barb の種苗生産を 3 回、合計 12 万匹を生産した。その

70%は一般農家へ販売した。来年度は、40 万匹の種苗生産を計画している。 
 もともと養殖を行っていたので、スタッフの技術は十分にある。また、種苗の販売資金で

養殖にかかる経費をまかなうことができるので、プロジェクト終了後の運営も問題がな

い。 
 郡 TSC と中核農家の種苗生産予定 

 郡内にはTSCが3カ所あり、うち2カ所で養殖を行っている。来演度、TSCで100万匹、

中核農家 2 世帯で 15 万匹生産する予定である。これで、郡内で必要な種苗の 80%ぐら

いがまかなえる。 
 中核農家による種苗生産 

中核農家は 2 軒で、今年度はそれぞれ 2,400 匹、9,000 匹の種苗を生産した。来年は、5 万

匹、15 万匹まで増加させる予定である。 
課題―①現状、ティラピアの種苗生産しか行っていないので、コイ、ナマズについても技術

研修を行う必要がある。②採卵のためのコンクリート槽、育成用池の増設への支援が必要。 
 中核農家を他のクラスターにどう増やしていくか 
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 農民間研修による育成 
 農民間研修参加農家の生計向上へのインパクト 

 中核農家による研修には 295 名の農家が参加したが、詳細な情報収集は行っていな

い。参加者の何人がすでに養殖を行っていて、研修参加後にどのようなインパクトがあ

ったかは把握していない。 
 プロジェクト後半の活動計画 

 対象とするクラスターはまだ決めていない。 
 実証技術の普及見込み 

 水田養殖に対する農民の関心は高い。複合養殖ではニワトリ、アヒルが死亡することも

ある。 
 
No.17 
訪問先 Taoy 郡 DAFO 事務所/TSC 
面談相手 Mr. Khamthon, Head of DAFO, Mr. Vinai C/P Staff 
日時 12 月 19 日 9:50～12:00 面談場所 TSC 会議室 
訪問者 プロジェクト：千頭 CA、佐野専門家、Mr. Chanthaboun, Mr. Bouathong, Mr. Aloun; 

PAFO: Mr. Sivanpakone; Mr. Vorasak (Fisheries); DAFO: Mr. Visai, Head of DAFO, 
Ms. Thongbai, C/P Staff； 
評価メンバー：Dr. Khamphay, Mr. Sisouphanh, Mr. Oudone, Mr. Samlan 
調査団：多田団長、久保田、Mr. Viengsavanh、鈴木、通訳 

収集情報 
主要事項 

ラオス側評価メンバー・リーダーDr. Khamphay のスピーチ、多田団長からの挨拶の後、以下のと

おりインタビューを行った。 
 当郡における活動の進捗 

 対象―Doup 村、Putam 村、総世帯 121 軒の少数民族の村 
 これまでの活動―①複合養殖―13HH、②種苗生産―8HH、③複合農業（果樹）―

15HH、④水稲―6HH、⑤リボルビング 16HH 
 TSC における種苗生産―コイ、ナマズ、Silver berb39,000 匹 

 対象農家選定のプロセス 
 住民ニーズ調査に基づき活動の選定、予め定めた条件に適した農民を選定した。 

 活動の自立発展性の見込み 
 プロジェクト支援により養殖農家は増加している。 
 方針としては、受益農家を徐々に増やしていく。 

 TSC における種苗生産事業の持続性見込み 
 周辺地域の農家からの種苗に対するニーズは高い―今年は 40 世帯の一般農家が

TSC から種苗を購入した。 
 課題―①採卵タンク、育成池など施設の不足、②交配技術、③スタッフ不足 
 果樹や経済的な価値のある苗木の生産も将来行ってゆきたい。 

 成魚のマーケット 
 ほぼ周辺地域での消費で、外部業者の買付はない。 
 地元生産の魚の価格は、サラワンから持ち込まれるものより、価格が良い。 

 灌漑水路の受益農家数・面積 
 雨期―全世帯・87ha、乾期― 世帯・5～6 世帯 
 利用料は特に徴収されていない。 
 維持管理は、地元住民で行われている。 
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 ニワトリの研修の有無 
 飼育方法についての基本技術の研修は実施した。 

 コメの収量が低い（1t/ha）理由 
 農家は肥料など基本技術が低いため。 

リボルビングの他村への普及の可能性 
 資金源が問題。 

 
No.18 
訪問先 Boungkeo 村（Champasak 県 Sukuma 郡 Boungkeo III クラスター） 
面談相手 DAFO: Mr. Kideth, Head of DAFO; Mr. Bouasavanh, C/P Staff； 

Mr. Khamphai, Core farmer; Mr. Bouakhai, Head of Secondary School; Ms. Phin, Chairlady WU 
日時 12 月 20 日 9:15～11:15 面談場所 村の集会施設 
訪問者 プロジェクト：千頭 CA、佐野専門家、Mr. Chanthaboun, Mr. Bouathong, Mr. Aloun 

PAFO: Mr. Somxay (Livestock/Fisheries) 
評価メンバー：Dr. Khamphay, Mr. Sisouphanh, Mr. Oudone, Mr. Samlan 
調査団：多田団長、久保田、Mr. Viengsavanh、鈴木、通訳 

収集情報 
主要事項 

 村の概要―メコン川沿いに位置するラオ族の村。 
 対象村における活動の進捗 

 当村には灌漑水路があり、養殖開発のポテンシャルが高かったことから対象として選定

された。 
 VAPC 15 農家の選定プロセス 

 15 世帯のうち 3 世帯には養殖の経験があった。他の農家も小規模な池があり、自然繁

殖の魚を捕獲していた。 
 プロジェクトの研修に参加した後、魚の数が増えるとともに、サイズが大きくなった。 

 展示技術の適性 
 誘蛾灯の設置、煮餌の作成などが特に役立っている。 
 ナマズの網養殖―ナマズの価格は低いので、ニーズが低い。 

 成魚の販売先 
 Sukuma の市場へ販売するか、隣近所への販売が中心。業者による買い付けはない。 
 メコン川で捕獲される魚の量が減っているので、養殖で生産する必要がある。 

 中核農家 Mr. Khamphai 
 養殖の経験は 2～3 年程度。 
 プロジェクト支援でコイの種苗生産を行っているが、この地域ではコイはあまり売れない

ので、ニーズが少ない。 
 ナマズの種苗生産には成功していない。親魚に問題があった。 
 一般農家への研修は 2 回実施した。研修後、種苗についての問い合わせがあった。雨

期になれば、養殖を開始する人もいるだろう。 
 学校養殖 

 目的―学校収入、生徒の経験 
 すでに販売を開始―1,000kg ほどのナマズを販売した。あまり利益は高くない。 

 村のグループ養殖 
 自然池を使って種苗 5 万匹で養殖を始めた。 
 村の収入増、共同活動の場として活用している。 

 女性同盟によるグループ養殖 
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 Silver berb、草魚 3,500 匹養殖中 
 成魚は、市場で売る予定。 

 DAFO の役割は？ 
 C/P の配置、住民との調整、技術指導、成果の確認 

 畜産拡大のポテンシャル 
 牛・水牛の飼育に必要な自然草地が限られている。豚は、自家消費が目的で、販売目

的の飼育は行われていない。 
 
No.19 
訪問先 Pakxang 村（Champasak 県 Shukuma 郡 Banhieng クラスター） 
面談相手 Mr. Bounliang, DAFO C/P Staff; Mr. Souk, Village Headman; VVW 
日時 12 月 20 日 14:00～15:25 面談場所 村の集会施設 
訪問者 プロジェクト：千頭 CA、佐野専門家、Mr. Chanthaboun, Mr. Bouathong, Mr. Aloun 

PAFO: Mr. Somxay (Livestock/Fisheries); DAFO: Mr. Kideth, Head of DAFO; 
評価メンバー：Dr. Khamphay, Mr. Sisouphanh, Mr. Oudone, Mr. Samlan 
調査団：多田団長、久保田、Mr. Viengsavanh、鈴木、通訳 

収集情報 
主要事項 

 対象村における活動の進捗 
 社会調査や VVW の現状など調査した後、研修が実施され、15 世帯が選定された。 
 選定された農家へそれぞれ雌牛 1 頭、VVW へ雄牛 1 頭が供与された。 
 共同牧草地にフェンスを設置しているので、近々完成させ、集団交配を行う予定であ

る。 
 生まれてくる雌牛は、すでに選定されている他の農家へ順次譲渡していく計画である。

 村内の雄牛の頭数 
 把握されていない。 

 品種改良について 
 DLF 副局長：国レベルの改良プログラムも必要である。 

 VLPC 15 農家の選定プロセス 
 2 年以上の経験、関心など。以前行われた牧草プロジェクトのメンバーと同じである。 

 DAFO C/P への研修 
 すべて役立つ内容であった。 

 VVW の役割 
 ワクチン接種、治療などが主な業務である。 
 ワクチン接種は、牛年間 200 頭程度（牛）実施。FMD、HS、豚・水牛も対象である。 
 有料交配サービスへのニーズはある。 

 VVW による他の農家への研修 
 選定された 15 世帯のうち、8 世帯に対して技術研修を実施した。 
 残りの 7 世帯に対して同様な研修を計画している。 

 
No.20 
訪問先 Champasak 県 PAFO 事務所（パクセー）① 
面談相手 PAFO: Mr. Prasat, Deputy Head; PLFS Head; Mr. Somxay (Livestock/Fisheries); 
日時 12 月 21 日 9:00～12:10 面談場所 PAFO 会議室 
訪問者 プロジェクト：千頭 CA、佐野専門家、Mr. Chanthaboun, Mr. Bouathong, Mr. Aloun;  

評価メンバー：Dr. Khamphay, Mr. Sisouphanh, Mr. Oudone, Mr. Samlan 
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調査団：多田団長、久保田、Mr. Viengsavanh、鈴木、通訳 
収集情報 
主要事項 

 Champasak 県における活動進捗 
 畜産―牛の品種改良→県としては初めての試み、農民の技術向上に役立っている、乾

期の飼料・水不足に対してプロジェクトからの支援を期待する。 
 養殖―大規模な支援ではないが、普及に繋がる、他の村への普及モデルとする、煮

餌、飼料準備などの技術は、県の事業でも活用したい。 
 課題 

 種苗の品質改善が必要 
 県の政策との整合性 

 畜産―疾病コントロール・品種改良など県のモデル事業とすることを検討中 
 プロジェクト成果の持続性を高めるための方策 

 2015 年までに県内から貧困村を削減する目標を持っているので、プロジェクトの成果を

活用していきたい。 
 プロジェクトの実施体制について改善点など 

 プロジェクト・マネージャーを増加させる方向で検討している。 
 マネージャーに予算決定権を持たせたい。 
→（千頭 CA）JICA の活動費は、日本側が管理し、報告する責任があり、完全にラオス側に

渡すことはできない、活動計画の策定などを現場スタッフと一緒にできる体制を作っていく。 
 （多田団長）クラスター開発の位置付けについて 

 クラスターは範囲が広すぎるので、モデル村を選んで開発していくことも必要である。 
 牛の品種改良について 

 品種改良の目標を明確化する必要がある。 
 5 年間では成果が見えにくいので、長期的な取り組みが必要である。 
 ガイドラインの作成が必要である。 

 
No.21 
訪問先 Champasak 県 PAFO 事務所② 
面談相手 PMT C/P : Mr. Bouathong (PM), Ms. Vanny (Fishery), Mr. Lupsy (Livestock), 

Mr. Soulisak (Agriculture), Mr. Aloun (Fishery) 
日時 12 月 21 日 9:00～12:10 面談場所 PAFO 会議室 
訪問者 プロジェクト：千頭 CA、佐野専門家、Mr. Chanthaboun 

評価メンバー：Dr. Khamphay, Mr. Sisouphanh, Mr. Oudone, Mr. Samlan 
調査団：多田団長、久保田、Mr. Viengsavanh、鈴木、通訳 

収集情報 
主要事項 

 サブ・プロジェクトチームによる活動 
 Mr. Bouathong：特に大きな課題はなかった。プロジェクトに関係のない活動への支援は

していない。各県・郡からの協力があった。 
 Mr. Soulisaka：プロジェクト開始後、試行的にサブ・プロジェクトによる実施方法が導入さ

れた。日本人専門家から効率的に学ぶことができるので、1 つのチームとして活動した

方がいい。 
 Ms. Vanny：1 つのチームとして活動した方が、住民の多様な課題に対応できると思う。 
 Mr. Lupsy：他のチームの活動の内容が分かりづらい。コミュニケーションが難しい。 
 週･月例ミーティングはあるが、報告のみ。 
 サブ・チーム間の活動調整はあまりない。複合農業で養殖支援も行われているが、おも

に県･郡の技術者と相談して行っている。 
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 活動は、県や郡のスタッフだけで実施できないか。 
 進捗情報の収集などは、PMT で現場に行って行う場合と、現地スタッフにまかせる場合

とある。 
 プロジェクト予算（JICA）は、対象県に公平に分配されているか。 

 Mr. Bouathong：予め予算額が決まっているんではなく、必要に応じて予算配分が決ま

る。プロジェクトの活動を説明し、ニーズを把握したうえで、活動費をつけている。 
 千頭 CA：郡・県の要望に応じてきまるので、プロジェクト側での管理は難しい。 

 中核農家選定の規準は適切だったか。選定された中核農家にコミュニケーション能力が不

足していないか。 
 Mr. Bouathong：プロジェクト側示した規準に基づき、基本的には村の人が決めている。

 中核農家・農民間研修アプローチの普及の可能性 
 少しずつ機能していると思うが、普及するかどうかは分からない。 

 ラオス側団員：プロジェクトに対してラオス側の協力は十分あったか。 
 千頭CA：今年7月からチーフ･アドバイザーがビエンチャンに移動し、日・ラのコミュニケ

ーションは改善された。モニタリング報告には課題が残っている。 
 プロジェクト終了後の持続性 

 Mr. Bouathong：活動は、基本的には継続できる。 
 プロジェクト終了後の持続性を高めるために、DAFO、PAFOの参加を促す必要がある。

 プロジェクト後半の活動 
 久保田：他の部局と連携し、プロジェクト成果の発信を行っていく必要がある。 
 千頭 CA：DLF、計画局、普及局との連携を強化する。 
 ラオス側団員：計画局にはプロジェクトの進捗情報が十分来ていない。定期的に情報を

提供してほしい。 
 久保田：ビザの取得や機材調達手続きに時間がかかっているので、ロジ面でのラオス側の協

力を要請したい。 
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